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「東海パルプ株式会社１００周年事業 南アルプス白簱史朗写真館」について 

 

当社子会社である東海パルプ株式会社は、南アルプス大井川源流部に所有する社有林

(24,430ha)内に、創立１００周年を記念して「東海パルプ株式会社１００周年事業 南ア

ルプス白簱史朗写真館」を建設し、１０月２日竣工することとなりましたので、お知ら

せ致します。 

 

記 

 

１．建設の趣旨 

東海パルプ株式会社は、創業者大倉喜八郎男爵が入手した、南アルプスに広が

る広大な社有林（井川山林）の森林資源と大井川の豊かな水資源を背景に明治 

４０年に創立され、このたび１００周年を迎えました。３０００ｍ級の山々を擁

す井川山林は、古くから登山者に親しまれてきました。また近年は、登山だけで

はなく、大井川沿いの新緑や紅葉を楽しみに訪れる人々も増えてきています。 

また、東海パルプ株式会社は創業以来、一貫して環境との調和に配慮した山林

経営を心掛け、井川山林では豊かな自然生態系が保たれて今日に至っております。

この自然の宝庫である井川山林を広く社会共有の財産として皆様方にご利用い

ただくための一助になればとの思いから、１００周年記念事業として井川山林内

の登山基地である椹島（さわらじま）に、山岳写真の第一人者である白簱史朗氏

の写真を展示する「南アルプス白簱史朗写真館」を建設することといたしました。 

より多くの皆様にご来山頂き、自然の宝庫である井川山林の魅力を満喫いただ

ければ幸いです。 

 

２．建物概要 

建物名称 ：東海パルプ株式会社１００周年事業 南アルプス白簱史朗写真館 

建築場所 ：静岡市葵区田代字鳥森１３０１番２（井川山林内椹島） 

構造   ：木造ガルバリウム鋼板ぶき（丸太軸組工法） ２階建 

※ 建物の木材は、井川山林内から自然環境に配慮した方法にて切り出された

木材をふんだんに使用いたしております。 

建築面積 ：３２０．７４平方メートル 

延べ床面積：５０５．７３平方メートル 

施工床面積：５７０．２１平方メートル 

主要用途 ：展示場（写真館） 

 



３．展示内容 

２階展示室（１６３．８平方メートル） 

白簱史朗氏が撮影した四季折々の南アルプス（井川山林）の大型写真パネル

を常時２０点程度展示。（季節により作品展示を入れ替え） 

１階研修室（６２．３３平方メートル） 

南アルプス荒川岳周辺の周氷河地形および高山植物の解説パネル（静岡大学

理学部増沢武弘教授監修）を展示。 

 

 

※１ 大倉喜八郎男爵 

明治・大正期の実業家。天保８年新潟県新発田市生まれ。大正４年、男爵。 

大成建設、帝国ホテル、東京経済大学なども大倉男爵が設立に深く関与し

ている。 

※２ 井川山林 

南アルプス大井川源流部に広がる東海パルプ株式会社社有林。面積は約２

４，４３０ヘクタールで、東京のＪＲ山手線で囲まれる範囲の４倍強に相当。

民間が国内に所有する１団地の土地としては、最大規模。 

※３ 白簱史朗 

山岳写真家。昭和８年山梨県大月市生まれ。 

富士山の写真で有名な岡田紅陽氏に師事。 

フリーとなり、山岳写真を主体に自然風物・風景写真を発表。平成１２年、

山岳写真での芸術表現および山岳文化貢献に対して、スイスのキング・アル

バートⅠ世王記念財団から功労勲章を授章。 

 

以 上 




